
みんなで残そう湘南遺産
災害事前復興プラン

復興のよりどころはその地の文化遺産
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湘南文化遺産と災害の関連･･･？

その地の文化・伝承となった 伝承起源の災厄を知る事は

先人が後の人に伝えたかった「教え」を学ぶ事であり、後世へ渡す事です

災厄の伝承は、必ず来る災害に対して、事前に対応・復興を考える切っ掛け

災害というフィルターを通すことで、先人の「教えを受け取る」

その地で生きる事を選択した人々の智恵が、その地特有の災害を受け入れ育み

ローカルナレッジという「地域住民固有の知」が育まれた



災害事前復興プラン作成に必要なのは

地域住民が復興の心のよりどころ・中心として置き、事業者
・行政など全ての参画により平時に、事前復興ビジョンを構築

「プライド・オブ・プレース」
： 復興 元に戻すのではなく, より良い状態を創り出す事と考えます

：「被災者復興」 被災者一人々が取り組む復興で「公平が必須」

生活・住宅と収入・仕事（事業・施設）の確保

「被災地復興」 地域を指定して取り組む公共事業（市街地復興）

インフラ復興・コミュニティ(神社・文化財)復興

： 復興ビジョン作成 基本の 3要素

１＜ 基盤整備 ２＜ コミュニテイーの存続 ３＜文化の継承



茅ヶ崎の湘南遺産を地震災害から守る

南湖院の

建物崩壊と津波
茅ヶ崎館と

同時多発延焼火災



登録有形文化財（建造物）登録基準の三つの条件（いずれか）

：「建設後50年を経過している」
：「国土の歴史的景観に寄与している」
：「造形の規範となっており再現することが容易でない」

登録されると、保存・活用のために必要な修理の設計監理費の2分の1が国か
ら補助されたり、家屋の固定資産税が2分の1に減免されたりするなどの優遇
措置があるが、修理修復の優遇措置を受けるには多額の費用（設計監理者
の指導費など）や審議に1年かかる場合もある

また、火災、地震による倒壊、所有者による取り壊し、重要文化財への指定
などで、登録を抹消(まっしょう)されることもある。

平成 27 年 3 月に神奈川県が発表した「津波浸水想定図」
では津波浸水想定区域に含まれます。

旧南湖院周辺は「神奈川県地震被害想定調査報告書」
（平成 27 年 3 月、神奈川県）によると、最大震度 7 が想
定されています。また、木造家屋が密集しており、茅ケ
崎駅南口から方針対象地にかけて一体のクラスター（延
焼運命共同体）を形成し、大規模な延焼火災の危険性も
あります。



同時多発火災
私たちは運命共同体

茅ヶ崎市南側は神奈川県最大の

クラスター地域をもつ



茅ヶ崎南側 延焼クラスター火災地域



これがクラスターと呼ばれる
運命共同体の正体･･･

1件が出火してそれを消火で
きなかった場合、すべてに延
焼する木造密集地域の塊･･･

神奈川県の地震被害想定(H27）

＊ 関東大震災再来 1万2千棟焼失

＊ 津波は相模湾内 6～10ｍ

５～10分で到達

＊ 液状化・倒壊率 茅ヶ崎市は高い

＊ 茅ヶ崎市・神奈川県は特に火災



糸魚川駅

約350m

約160m

出火点

糸魚川市大規模火災(2016.12） 延焼範囲

2016年
12月22日
10時20分頃 発生
10時28分 覚知
20時50分 鎮圧
12月23日
16時30分 鎮火

焼損 147棟 (約４ha)

全焼 120棟，半焼 4棟，
部分焼 20棟

最大風速 13.9m/s
（12月22日10：20現在） 避難勧告 744 人（363 世帯）

酒田大火(1976）
1774棟，22.5ha



風向



(2016.12）
糸魚川市大規模火災
延焼範囲 150×350m

茅ヶ崎館



緊急車両４M
地区内通過確立ほぼ５％未満

赤 ５％未満

紫 5～10％

黄色 10～15％

青 15～20％

薄青 20％以上



茅ヶ崎市の消防水利
寒川浄水場 ➡ 飲料水・消防水・生活水

4か所の配水池（浄化された水を溜めておく）

：芹沢 容量 32,414㎥ 池数2 水位標高42,0 電気

：赤羽根 容量 28,976㎥ 池数3 水位標高50,0 自然

：大庭 容量 19,080㎥ 池数1 水位標高52,8 自然

：茅ヶ崎 容量 5,184㎥ 池数2 水位標高50,0 自然

＊茅ヶ崎南側は主に赤羽根配水地が担っている（S39設置）

＊寒川浄水所は配水は電源によるコントロールされている

＊自然とは標高の高さを利用（ペットボトルを逆さにしたよう）



茅ヶ崎南側の消防水利は絶望的な現状

•赤羽根配水池は、がけ崩れ危険地域の上に位置

•赤羽根配水池はＳ39開設 配水管はすでに老朽

•寒川浄水所は相模川に近く、地震後の河川津波で

電源の喪失が起これば配水池への供給は停止
（現在嵩上げ工事中）

•災害用指定配水池は地震のエネルギー250ガル（大よそ
震度５強）で緊急遮断弁が作動、配水を停止し、生存者
のための生命維持に水を確保する

•9,000棟のクラスター地域に[防火水槽は15基]のみ



津波は低い場所へ！ 大規模火災の炎は
どんな細い道へでも 100Mが限界距離

南湖院 は 元禄関東地震と国府津・

松田断層の連動型地震で津波の危機

茅ヶ崎館 は、9,241棟の延焼クラ
スターの中にあります



ではどうする？
現状できることは、多様な視点からの災害対応に

関する再検証を･･･

南湖院 の場合 ＋ 市の協力

：耐震性の確保

：津波浸水による建物の崩壊

危険度の再検証

茅ヶ崎館 の場合 ＋ 近助

：耐震性の確保

：防火水槽の設置 (40ｔの耐火水槽で家１軒）

：スプリンクラー設置

：周辺地域の不燃化・消防水利

の現状確認・消防署からの

距離・周辺地域のリスク等

を総合的に再検証



市民が動けば･･･行政も動く

茅ヶ崎市総合計画
SDGｓ17

No11 未来のまちづくり

文化生涯学習課

文化生涯学習プラン H30
旧南湖院 第一病舎 利活用基本計画

公園緑地課

2016年より明治期の遺構

｢南湖院記念太陽の郷庭園｣は一般公開



フェスティバル
の提案

目的

１：旧南湖院第一病舎から見えてくる「茅ヶ崎市発展の歴史」の周知

２：創設者である医師高田畊安は「身体の治療だけでなく魂の救い」

も目指したと言われる 志の周知

３：一刻も早く第一庁舎の利活用計画を進める（災害は時を選ばない）

４：その地の文化・景勝を守り、先人の思いを受け継ぎ、次世代へ

託し「地域固有の知ローカルナレッジ」とする



南湖院 フェス

博愛と健康への祈り

• 茅ヶ崎の南湖院は東洋一のサナトリ
ウムといわれた施設、茅ヶ崎市民の
健康を育む空気と空を楽しむ会

• 創立者高田畊安は医学を学びながら、
キリスト教信仰も深めていたクリス
チャン、互いを思いやる心を育む会

• 一般市民との交流を大切にしクリス
マスパーティー等を開催（医王祭）

茅ヶ崎館 茅ヶ崎映画 祭

受け継いだ文化芸術

• 茅ヶ崎館の歴史は、明治期からの湘南
の別荘文化の香るインテリアからも

• 日本映画の草分け的存在の小津安二郎
監督が長年にわたって定宿した「二
番」のお部屋は今も使われています

• 近年の映画界・湘南ミュージックへと
ここ茅ヶ崎館にて、育まれている独自
の文化を広めよう

どのような フェステイバル？



私達は災害と共に生きていくのです･･･
だからこそ「よりどころ」である

その地の文化・景勝を みんなで守りませんか？

NPO法人 湘南遺産プロジェクト会員

山田秀砂

ご静聴ありがとうございました


